
BLITZ AERO SPEED Series リアフォグランプ(後部霧灯)の装着について 
 
リアフォグランプ(後部霧灯)の装着につきましては、下記の注意内容を必ずご確認いただき、保安基準を満たし 

安全に利用できるよう装着をお願いいたします。 

 
■後部霧灯(リアフォグ)について【平成 17年 12月 31日以降に製造された車両の場合】 

・灯光色：赤色 

・個数：2個以下（1個の場合は、車両面中心か、右側に配置する必要がある） 

・明るさ：35W以下 

・大きさ：140cm2以下 

・取付位置 

① 後部霧灯の取り付け位置は、地上 1ｍ以下、0.25ｍ以上でなければならない。 

また、その照明部は制動灯から 100mm以上離れてなければならない。（下図参照） 

・点灯操作 

① 後部霧灯は前照灯(ロービーム)又は、前部霧灯(フロントフォグ)が点灯している場合のみ点灯できる構造であり、 

かつ、前照灯又は、前部霧灯のいずれかが点灯している場合おいても独立して消灯する構造であること。 

② 後部霧灯の点灯操作状態を運転者に示す表示装置を備えること。 

③ 原動機(エンジン)を停止し、かつ運転者席のドアを開放した場合に後部霧灯の点灯操作装置が点灯位置にあるときは、 

その旨を運転者席の運転者に音により警報すること。 

④ 前照灯又は前部霧灯を消灯した場合にあっても点灯しているときは、尾灯は点灯しており、かつ、尾灯を消灯した後、 

前照灯又は、前部霧灯を点灯した場合には、再度、後部霧灯の点灯操作を行なうまで消灯していること。 

⑤ 後部霧灯は点滅してはいけない。 

 

※図の参考車両は VELLFIRE(AGH30W)ですが、どの車種も共通です。 


